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１． 地籍調査（国土調査）をなぜするの？
　地籍調査は、国土の開発及び保全、並びにその利用の高度化に資するとともに、地籍の明確化を図り、国土をより高度にかつ合理的に利用するための基礎資料として整備することを目的にしています。

　人には「戸籍」があるように、土地にも「地籍」という戸籍があります。「地籍」とは一筆ごとの土地に関する記録のことで、登記所の土地登記簿に所有者、地番、地目、地積などが記録されており、その地図（公図）が備え付けられています。地籍が登記所の登記簿や公図に記載されることにより、はじめてその土地に関する様々な権利が保護されることになります。このように、土地登記簿や公図はとても大切なものであります。
　ところが、地籍調査を実施していない地域の「地籍」の記録は、必ずしも土地の実態を正確に反映した登記の内容とはなっていません。これは、現在の公図が明治初期に作られた地図をもとにしているものが多いこと、また、測量技術が現在のように精密でなかったことなどから、土地の境界や面積などが不正確なものが少なくありません。
　特に、山林等の土地の位置や境界などは、先祖代々言い継がれてきたものも多く、その間にあいまいになったり、間違った情報となっているものもあるようです。
　そこで、地籍調査により、改めて調査及び測量をし、正確な記録を残す必要があります。

　地籍調査は、みなさんの立会いのうえ、境界を確認していただき、最新の測量技術を使った精度の高い「地籍図」と、現状にあった正確な「地籍簿」によって、現在の公図や土地登記簿を修正していく『土地に関する戸籍の調査』といえる事業です。

★土地トラブルの例
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どれも本当にあった話で、このような土地に関わるトラブルは数多くあります。
２． 地籍調査とは？
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　地籍調査は、一筆ごとの土地について、その所有者、地番及び地目の調査、境界及び地積に関する測量を行い、その結果により「地籍簿（簿冊）」及び「地籍図（地図）」を作成することをいいます。

　地籍調査により作成した「地籍簿」及び「地籍図」は、法務局に送付し、地籍簿をもとに土地登記簿が書き改められ、地籍図が不動産登記法第14条地図として備え付けられます。
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公図（字限図）

地籍調査前
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地 籍 図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地籍調査後
★こんなことに役立つ地籍調査
　地籍調査の成果は、個人の土地取引から公共事業や災害復旧など、土地に関するあらゆる行為のための基礎資料となり、様々な分野で利活用されることとなります。
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（１）公共事業の円滑化に役立ちます

　　　　地籍調査の成果は、各種公共事業の計画、設計、用地買収、
完成後の維持管理の各段階の円滑な実施に大いに寄与します。

（２）災害復旧に役立ちます
　　　　災害が起こってしまった場合、地籍調査が行われていれば、個々の土地の元の位置を容易に確認することができ、復旧作業を円滑に進めることができます。

（３）土地取引の円滑化に役立ちます

　　　　正確な土地の状況が登記簿に反映され、登記制度の信頼性が向上するとともに、安心して土地取引ができるため、経済活動全体の円滑化・活性化につながります。

（４）土地にかかるトラブルの未然防止に役立ちます

　　　　土地の境界が不明確であると、住民間や官民間において境界紛争等様々なトラブルが発生しがちです。地籍調査の実施は、このようなトラブルを未然に防ぐことにつながります。

※町（役場）が新しく境界を決めることではありません！
　登記によって既に決まっている土地の「境界」「所有者」等を調査確認し、図面・台帳を修正し、作り替えるものです。
　新たに地籍を創設するものではなく、原則として既存の地籍を修正するものです。
３． 地籍調査の全体の流れ
地籍調査のおおまかな手順は下記のとおりです。

※全工程を終了するまでに、概ね3年間を要します。



※少し黒く塗っている部分については、みなさんのご協力をいただくこととなります。
※地籍調査の完了は、法務局の書き換えが終了した後となります。
· 法務局（登記所）に送られた地籍図・地籍簿は、
それぞれ新しい公図・台帳となります。
４． みなさんと進める地籍調査
　地籍調査事業の流れは、前頁でお示ししましたが、各作業工程の中で、特に次の３つのことについて、みなさんのご理解とご協力をお願いします。
１．現地立会

　　現地立会において、土地所有者及びその代理人の方に、次の作業をお願いします。

　①現地立会前に、境界部分の整地（草刈等）をお願いします。

　②相続等の所有権移転登記がされていない土地は、現地立会までに登記を行ってください。登記が困難な場合は、関係者の中から代表者を決めておいてください。

　③事前に立会日を通知しますので、現地立会をお願いします。また、現地立会は、区域ごとに行うため、場所によっては、数回の立会をお願いする場合があります。現地立会をされましたら、調査票に署名捺印（認印）をお願いします。

　④その他、再立会等により、現地又は役場にご足労願う場合も
あります。


２．測量

　　現地測量のために、みなさんの土地に断りなく測量基準杭を打たせて頂いたり、測量の障害となる雑木及び枝葉等の伐採をさせていただく場合がありますが、ご了承いただきたくお願いします。（植林・大木・果樹等の伐採が必要な場合は、事前に連絡させていただきます。）
３．成果の閲覧・修正

　　現地調査及び測量が終了後、地籍図〔案〕・地籍簿〔案〕を20日間、役場等にて閲覧の場を設けます。（閲覧期間は、事前に連絡します）。閲覧期間中に各所有地について、ご確認をいただき、間違いがあれば申し出てください。訂正等を行い、後日通知します。

　　間違いがなければ、地籍図〔案〕及び地籍簿〔案〕に署名捺印をお願いします。

★委任状について
　①登記名義人以外の方が立ち会う場合は、同居する家族の方であっても委任状が必要となります。
　　　例））登記名義人が都合により立ち会えない場合で、妻や子が代理で立ち会う場合は、登記名義人の委任状が必要となります。

　②登記名義人が死亡している場合で、一人しかいない相続人が立ち会う場合は、委任状は必要ありません。相続人が複数いる場合は、相続人全員で立ち会っていただくか、代表者の方が立ち会う場合は、他の相続人全員の委任状が必要となります。

　　　例））登記名義人が死亡しており、妻・長男・長女がいる場合で、長男が代表で立ち会う場合は、妻と長女の委任状が必要となります。

５． 地籍調査で行える登記手続き
　地籍調査において、土地の現況にあわせて、以下のような修正ができます。

①EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ぶんぴつ),分筆)（分割）
　　分筆とは、一筆の土地を二筆以上に分けることで、所有者の同意が必要です。境界に杭を打ち、分割があったものとして調査をします。分筆となる条件は次のとおりです。
· 一筆の土地の一部が別地目になっている場合

· 土地の利用または管理上、分割することが適当と認められる場合
例））公図上100番という畑がありますが、現況は畑と宅地となっている。
　　　　　　　公　図　　　　　　　　　　　　　　　　　地籍図



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※100-1と100-2の境界にも杭を打ちます
②EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ごう),合)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ひつ),筆)（合併）
　　合筆とは、隣接する二筆以上の土地を一つの地番にすることで、所有者の同意が必要です。合筆は基本的に若い地番になりますが、宅地の場合は、住所地番に合筆することができます。合筆となる条件は次のとおりです。
· 同一字内で接続し、所有者及び地目が同じであること

· 抵当権などの所有権以外の権利の設定がないこと、または設定が同一であること
　　　例））公図上200番と201番の隣接した田があり、現況も同じような形で隣接した田が存在している。なお、所有者も同じで、権利設定はされていない。

公図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地籍図




　　※200と201を合筆する場合は、

その境界の杭は必要ありません。
③地目変更

　　地目はそれぞれの土地の現況、利用目的に重点をおいて、土地全体としての主たる用途により決定しますが、登記簿上の地目と異なる場合は、登記簿を修正します。

　　ただし、登記地目が農地（田畑等）で、現況が農地以外の場合の地目変更は、農地法との関係もありますので、農業委員会に照会し、その回答により処理をします。（原状回復命令または農地法による手続きが必要となる場合があります。）
④地積更正
　　今回の地籍調査による実測面積と登記面積が相違している場合は、登記の地積を修正します。以前測量したときと境界が同じ場合でも、過去の測量技術との誤差は必ずでます。登記面積の増減は必ず起こることとなり、よって実測面積の訂正は、その原因が測量時の単純なミスや、地籍図作成時の結線ミスによるもの以外は認められないことになります。
　　みなさんが隣接する地権者と立合いのうえ決めていただいた杭を測量した結果ですので、ご了承願います。

★次の登記手続きはできません
　　①所有権移転登記〈相続・交換・売買など〉
　　　例））・何代か前の祖先名義を自分名義に書き替えることはできません。
　　　　　・「以前隣の家と土地を交換（又は売買）したが、未だ登記をしていないので、この際に書き替えてほしい」という要望にはお応えできません。

　　②抵当権の解除等、所有権以外の権利に関する登記

　　　例））・「返済が終了しているので抵当権を解除してほしい」という要望にはお応えできません。

６． 筆界未定地

　土地所有者が一筆地調査に立ち会わない場合や現地を確認いただけない場合、また立ち会っても最終的に境界が決まらない場合は、所有者・地番・地目・境界の確認ができなかったということで、「筆界未定」という処理をします。
　「筆界未定」は、関係するその土地のみでなく、隣接するすべての土地が「筆界未定」の処理となってしまいます。そして、地籍調査の結果として、地籍図は境界線のない白い状態となり、登記簿の表題部には「国調筆界未定」と記載されます。


《調査前》
　点線の境界をAさんとBさん
が争っているため◎印の境界を
確認できない。


《調査後》
　最終的に点線の境界が筆界未
定となると、右の地籍図のよう
に隣接する道路とC・D・Eさん
の土地まで筆界未定地となってしまいます。
★「筆界未定」が及ぼす影響
　　地籍調査の結果、「筆界未定」となった土地は、所有者の権利が残りますが、原則として

· 分筆・合筆ができない

· 地積更正ができない

· 地目変更ができない

· 売買や抵当権の設定などが非常に難しくなる
　など、事実上動かせない土地となってしまいます。

　　また、地籍調査終了後に境界が決まっても、測量や登記事務は土地所有者個人負担（全額自己負担）となり、多額の費用がかかることになります。

　　地籍調査では、「筆界未定」の土地が何筆あるのかを調査するのも事業の目的の一つであり、調査結果としての実績であるといわれています。しかし、その結果として困るのは、その土地所有者本人と隣接する土地所有者のみなさんなのです。このようなことにならないよう隣接者同士がよく話し合って境界を決めていただきますよう、みなさんのご協力をお願いします。

７． その他の事項
◎現地確認不能の土地

　　　既登記の土地で、公図にその表示があるにもかかわらず、現地においてその位置関係さえ確認できない土地、またその土地全部が、道路、河川、堤防などの長狭物内の場合は、「現地確認不能」として処理をします。

　　　「現地確認不能」の場合、これまでの登記簿は閉鎖されずに残りますが、地籍図内には地番は表示されません。

◎不存在の土地

　　　「不存在」とは、現地には当初から存在していないのに、誤って登記されている土地のことで、二重登記や土地改良閉鎖漏れなどがこれに該当します。
８． お願い事項 及び 注意点
· 現在の「公図」が100年以上使われてきたように、今回の地籍調査の成果は、今後、永久的に使われることになります。みなさんの財産を守り、安心して子孫に残すことができるよう《現地立会》・《成果の閲覧》には必ず参加をしてください。
· 立会日はもとより、事前・事後調査や測量のために、町職員・測量業者等がみなさんの土地に許可なく立ち入らせていただきますが、地籍調査の趣旨をご理解いただき、ご了承の程よろしくお願いします。
· 現地立会の際は、帽子を着帽のうえ、長袖、長ズボンの服装が望ましいです。また、水分補給などの熱中症対策をおこなってください。
· 地籍調査では、各種の杭（鋲）を打ちますが、地籍調査完了後もその杭（鋲）は、抜いたり動かしたりしないでください。今後みなさんが土地の分合筆等の登記を行う場合、土地を測量するのに必要となってきます。万一、杭が滅失または破損した場合は、それらの杭（鋲）を元の位置に設置するのには、相当の費用がかかることとなり、その費用は、土地所有者個人で負担しなければならないことになります。

· 土地造成等で止むを得ず、杭（鋲）を滅失等する場合は、事前に地籍調査係までご連絡ください。
· 今回の調査の期間中に、土地の異動等の登記をされたい方、また、された方は、お手数ですが必ず地籍調査係までご連絡ください。

· その他、今回の資料の内容は一般的なものであり、個々の事例によっては、この内容と異なる場合がありますので、ご質問等ございましたら地籍調査係までご連絡ください。


９． 境界杭の打ち方について
　境界杭は、筆界杭とも言い、１筆（１地番）の境界を決める杭のことで、土地所有者のみなさんには、現地立会時に隣接土地所有者の方と話し合いのうえ、境界が確認できれば、どんなに小さな土地でも、もらさず杭を打つこととなります。
　地籍調査事業の測量は、この境界杭を基に行いますので注意してください。

※本来であれば、現地立会前に隣接土地所有者同士が話し合いのうえ、杭を打つこととなっていますが、現地立会時に杭を打つこととします。

※できれば、現地立会前に隣接土地所有者と境界の確認だけお済ませください。

★境界杭を打つ時の注意点
　①境界杭は、湯浅町指定の杭を使用します。（民民境界：赤杭、官民境界：青杭）

　②隣接する土地の所有者と十分話し合い、お互い合意のうえで、杭を打ちます。

（個人で勝手に杭を打たないようにしてください。）
　③公共用地（河川・水路・道路）との境界については、それぞれの管理者と立会のうえ、境界を確認し、杭を打つことになりますが、以前に境界明示等を行っていて境界が明確な場合は、その場所に杭を打ちます。この場合は、仮杭とし、後日それぞれの管理者と再立会を行います。
　④境界の折れ曲がりについても、もらさず杭を打ちます。








Ａ・Ｂ・Ｃ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　民民境界 ： 赤杭



ア・イ・ウ・エ

官民境界 ： 青杭
　⑤境界の場所が、コンクリート等で杭を打つことができないときは、金属鋲等で表示します。
　⑥草木等で、境界部分の確認が困難な場合は、隣接土地所有者の方と話し合いのうえ、草刈り等をして、境界部分の整地を行い、杭を打つこととします。

　⑦杭は、できるだけ地面近く（地表部２～３cm）まで打ち込みます。




　⑧１筆（１地番）の土地の中で、地目が違い、分筆の必要がある場合は、分筆する所に杭を打ちます。その土地に抵当権・地役権（通行権・用水権等）等の権利関係が設定されていれば、分筆の処理を行うことができない場合もあります。





　⑨数筆の土地であるが、現況では、一つの土地として利用しており、下記の条件すべてに該当し、合併を希望する場合は、その外周のみに杭を打ちます。
　　ア）登記上の土地所有者が同じであること。

　　イ）現況地目が同じであること。

　　ウ）地番区域（小字）が同じであること。

　　エ）抵当権・地役権等の権利関係が設定されていないこと。

　⑩地目認定は、現況で行いますが、農地から宅地等の農地法によらない転用がある場合は、湯浅町農業委員会に照会し、決定します。このときに原状復帰命令が出された場合は、元の地目で認定することになります。
１０． 境界の一般的な基準
１．河川との境界について
　①堤防等の原状が不明の場合は、河川の管理道として、肩から１ｍ以上確保したところが境界となります。



　　　　　　　民　有　地


　②堤防がEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かさあ),嵩上)げをしている場合においても、河川の肩から１ｍ以上確保したところを境界とし、嵩上げ前の境界との差が発生した場合は、民有地より分割し、その部分は、河川管理者に帰属することになります。

　　　　　　　民　有　地


　　　　　　（ 嵩 上 げ ）



　③堤防等の原状が残っており、堤防に犬走りが付されている場合は、下段の法尻が境界となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 堤　防




　　　　　　民　有　地

　④堤防等の原状が残っており、堤防に犬走りが付されていない場合は、法尻から１ｍ以上確保したところが境界となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堤　　防






　　　　　　 民  有  地


　⑤堤防等の原状が残っており、堤防の法尻に側溝が付されている場合は、側溝の肩から
２０cm以上確保したところが境界となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 堤　防


　　　　　　　　　　　　　 20cm
　　　　　　　　　　　　　 以上
　　　　　　　民 有 地


　

２．公図に表示されている里道または、道路との境界について
　①原状が不明の場合または、里道が里道としての役を果たしていなくても、幅員は、９０cm以上確保したところが境界となります。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　里　　道
　　　　　　　　　　　　　　　　　９０cm以上
　　　　　　　民　有　地　　　　　　　　　　　　　　　　民　有　地

　②現状が残っており、里道に法尻が付されている場合は、上部で幅員が９０cm以上確保されていても、法尻が境界となります。地上げをしている場合においても、地上げ前の法尻が境界となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　里　　道

　　　　　　　　　　　　　　　　　　90cm以上　　　　　　　　 民 有 地


　　　　　　民 有 地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 地 上 げ ）

　③道路との境界で、道路が整備されている場合は、構造物の基礎を含めた外側が境界となります。地上げをしている場合においても、地上げ前の構造物の基礎を含めた外側が境界となります。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　民 有 地


　　　　民 有 地　　　　　　　　　道　　路

　　（ 地 上 げ ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基 礎

　　　　　　　　　　基 礎
３．公図に表示されている水路との境界について

　①原状が不明の場合または、水路が水路としての役を果たしていなくても、水路幅及び両肩の泥揚場をそれぞれ３０cm以上確保し、総幅員を９０cm以上確保したところが境界となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　水　　路
　　　　　　　　　　　　　　　　　 90cm以上

　　　　　　　　　30cm以上　　　 30cm以上　　　30cm以上
　　民 有 地　　　　泥 揚 場　　　　水　路　幅　　　　泥 揚 場　　　　民 有 地
　

　②原状が残っており、水路に付属している畦畔がある場合は、畦畔の幅が、３０cm以上確保されていても、この場合の畦畔は、水路の泥揚場及び堤防並びに管理道の役を果たすものとして、水路の一部となるため、畦畔の法尻が境界となります。地上げをしている場合においても、地上げ前の法尻が境界となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　水　　　路
　　　　　　　　　　　 30cm以上　　　　　　30cm以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　民 有 地
　　　　　　　　　　　　 畦 畔　　　　　　　　　畦 畔
　　　　　民 有 地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 地 上 げ ）

③嵩上げをしている場合においても、水路の肩から３０cm以上確保したところを境界とし、嵩上げ前の境界との差が発生した場合は、民有地より分割し、その部分は、水路管理者に帰属することになります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　30cm以上
　　　　　　　民 有 地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水　路

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　（ 嵩 上 げ ）　　　　　　　　　30cm以上



　④水路の改修により、水路幅が拡幅されていることが書類等で確認できる場合は、改修後の構造物の外側が境界となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　水　　　路
　　　　　　　　　　　　　　　　　90cm　以　上

　　　　　民 有 地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　民 有 地




　⑤その他、水路の泥揚場の基準としては、水路幅が、２m未満の場合は、３０cm以上とし、２ｍを超える場合は、５０cm以上確保したところが境界となります。

　　　　　　　　　　　　　30cm以上　　　　　　　　　30cm以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m未満
　　　　　　　民 有 地　　泥揚場　　　　　　　　　　泥揚場　　民 有 地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水 路 幅


　　　　　　　　　　　50cm以上　　　　　　　　　　　　　50cm以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2m以上
　　　　民 有 地　　　泥 揚 場　　　　　　　　　　　　 泥 揚 場　　民 有 地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水　路　幅

　⑥水路と里道が並行している場合は、里道幅が９０cm以上確保されていれば、水路の泥揚場は、片方のみ３０cm以上確保したところが境界となります。この場合の総幅員は、合わせて１５０cm以上確保することになります。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　150cm以上


　　　　　　　　 30cm以上　30cm以上　　　　　90cm以上

　　　民 有 地　　泥 揚 場　　 水 路 幅　　　　　　里　　　道　　　　　　民 有 地


４．農地間の境界について

　①農地間に高低差がない場合は、畦畔の中心が境界となります。



　　　　　　　　　農　地　　　　　　　　　　　　　　　　農　地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 畦 　畔
　②農地間に高低差がある場合は、畦畔は、落とし水を落とす農地の所属となるので、法尻が境界となります。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　落とし水


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農　地
　　　　　　　農　地　　　　　　　　　畦　畔

　③農地間に溝がある場合は、溝の中心が境界となります。


　　　　　　　　　農　地　　　　　　　　　　　　　　　農　地


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 溝
　④農地が階段工の場合は、傾斜地の法尻が境界となります。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農　地


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農　地

　　　　　　　農　地

５．宅地間の境界について

　①家屋が接近し、境界が明確でない場合は、両方の軒先からの中心が境界となります。





　　　　　　　　　　建　物　　　　　　　　　　　　　建　物

　②隣が空き地で、境界が明確でない場合は、軒先が境界となります。





　　　　　　　　　　　建　物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　空 き 地

　③町道と宅地との境界は、一般的に公共構造物の端部（もしくは維持管理に必要な部分）となります。




　　　　　　　　　　　建　物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 道


　④片方が高台にある場合は、傾斜地の法尻が境界となります。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建　物

　　　　　　　　建　物

　⑤傾斜地が擁壁工等で整備されている場合は、その基礎の外側が境界となります。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建　物


　　　　　　建　物


　　　　　　　　　　　　　　　　 基 礎
　⑥間に溝があり、双方がその溝を共有している場合は、溝の中心が境界となります。


　　　　　　　建　物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建　物



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 溝
　⑦間に溝があり、片方のみがその溝を使用している場合は、溝の肩が境界となります。


　　　　　　　　建　物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建　物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溝


６．その他

　①地上げまたは、嵩上げ等により原状の確認が困難な場合は、前後の土地の状況を参考にし、境界を確認することになります。
　②公図には、表示されていないが、それぞれが土地を提供し、公共の用として使用している道または、水路がある場合は、先に里道及び水路の取り扱いに基づいて、それぞれの境界を確認し、それから、どちらから提供されたかを確認し、分筆の処理を行うことになります。分筆の処理を行った土地が、公図に表示されている里道及び水路に接続する場合または、道路法による道路に認定されている場合には、それらの土地は、それぞれの管理者に帰属するものとなります。

　③分筆後帰属する管理者とは、以下の通りです。

　　　河川・里道・水路　⇒　国・和歌山県・湯浅町

　　　国道　⇒　国（国土交通省）
　　　県道　⇒　和歌山県

　　　町道　⇒　湯浅町


１１． 地籍調査における罰則
　この調査の実施を妨げ、また違反した者については、国土調査法（昭和26年6月1日　法律第180号）により、処罰されることになっていますから注意してください。

１．境界杭等を移動または、その他の行為により境界杭の効用を害した者は、同法第35条の規定により、2年以下の懲役または、100万円以下の罰金に処する。

２．同法第37条の規定により、次に該当する者は、30万円以下の罰金に処する。

　①地籍調査の実施を妨げた者

　②報告または資料の提出を求められた場合において、報告または資料の提出をせず、「虚偽」の記載をした者

　③地籍調査のための土地立ち入りを拒みまたは、妨げた者

　④地籍調査のための立会または、出頭を拒んだ者

　⑤地籍調査のための土地の使用の一時制限に違反しまたは、土地、工作物もしくは樹木の一時使用を拒み、もしくは妨げた者
委　　　任　　　状


〔　代理人　〕
住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号
令和　年度に湯浅町が実施する地籍調査事業について、上記の者を代理人と定め、下記の権限を委任します。

□　現地立会に関する件（分割・合併・一部合併・地番変更（訂正）・滅失・不存在についての同意（承認）を含む）
□　調査後成果の閲覧に関する件

□　地籍調査に関する一切の件
（委任する事項にチェックして下さい。）


令和　　　年　　　月　　　日

〔　土地名義人　〕
住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

電話番号
湯浅町長　上　山　章　善　殿　　

※この委任状の連絡先を、地籍調査事業において使用させていただくことがありますが、ご理解・ご協力をお願いします。
※この委任状は、委任する人が全て自筆で記載し、押印をお願いします。
委　　　任　　　状　　　
〔　代理人　〕
住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号
令和　年度に湯浅町が実施する地籍調査事業について、上記の者を代理人と定め、下記の権限を委任します。

□　現地立会に関する件（分割・合併・一部合併・地番変更（訂正）・滅失・不存在についての同意（承認）を含む）
□　調査後成果の閲覧に関する件

□　地籍調査に関する一切の件

（委任する事項にチェックして下さい。）


令和　　年　　　月　　　日

〔　土地名義人　：　○○　○○　〕

住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話番号
湯浅町長　上　山　章　善　殿　　

※この委任状の連絡先を、地籍調査事業において使用させていただくことがありますが、ご理解・ご協力をお願いします。
※この委任状は、委任する人が全て自筆で記載し、押印をお願いします。
《　メ　モ　》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




















わしの記憶では、ここが境界だと思うんやけどなあ！





私も亡父からここだと聞いています!!





境界杭は大切に管理してください。





これで安心して土地を引き継げるよ！





地籍図も整備されるとなると一安心です!!





湯浅町　産業建設課　地籍調査係


ＴＥＬ　０７３７－６３－２５２５（代表）


０７３７－６４－１１２４（産業建設課直通）


ＦＡＸ　０７３７－６３－４１５０





▼自分の土地に家を建てようとしたら、隣の人の土地にはみ出しているといわれた。


▼祖父が持っていた土地があるので、現地に行ったが、どこかわからなかった。


▼隣家との境界に塀を建てたいが、境界がわからなかった。


▼土地を買ったが、面積が違っていた。


▼公図と現地が合っていない。





現 地 再 立 会





現　地　立　会





測　　量








開催案内 通知

















事　前　調　査





図  面  作  成





成 果 の 閲 覧








修　　正





認　　証





法　 務　 局











１００－２





　宅地








１００－１





　畑








１００





畑








２００





田








２０１





田








２００





田





　　　　　１２　　　　　　１４　　　　　　　　　１６


１１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７　　　　　　　　１８


　　　　　１３　　１５　【Dさん】　　　　　　【Eさん】





　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　３　


　　１　　　　　　　【Aさん】　　　　　　　　【Bさん】　　　　　　５


　　　　　　　　　　　　　　　　４　【Cさん】





◎





◎





　　　　　１２　　　　　１４　　　　　　　　　　　１６


１１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８


　　　　１３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　２ + ３ + ４ +


 １５ + １７ +　道路








　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５











　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ


　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　エ











　　　　　　　　　　　　　Ｃ　　


　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　ウ





　２　民地





＋





＋





＋





＋





道　路





１　民地





３　官地





＋





＋





＋





４　民地





約２～３cm





地表





地中





＋





１－１　宅地





＋





＋





１－２　畑





＋





境界





河　川





１ｍ以上





河　川





１ｍ以上





分割





１ｍ以上





旧境界





犬走り





境界





河　川





境界





河　川





１ｍ以上





境界





河　川





側 溝





境界





境界





境界





境界





境界





境界





側 溝





境界





境界





境界





境界





  





境界





分  割





旧境界





境界





境界





境界





境界





境界





境界





境界





境界





境界





境界





境界





境界





境界





境界





境界





境界





境界





境界





境界





境界





以上は、境界の一般的な基準ですが、場所によっては、これらの取り扱いと異なることが立証された場合または、別の慣習がある場合は、それぞれの取扱いで境界を定めることとなります。





本人が現地立会等される場合は、提出の必要はありません!!





記載例





名義人用








代理人となる方の　住所・氏名・電話番号を記入してください。





現地立会等ができず、上記の人に委任する


土地名義人　ご本人の　住所・氏名・電話番号を記入してください。





記載例





相続人用





相続人本人が現地立会等される場合は、提出の必要はありません!!








代理人となる方の　住所・氏名・電話番号を記入してください。





お亡くなりなった 被相続人の氏名を記入しています





現地立会等ができず、上記の人に委任する


相続人　ご本人の　住所・氏名・電話番号を


記入してください。
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